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米国での石油タンク全面火災事例

２００６年６月、米国の石油ターミナルで、ガソリンタンクが全面火災となる災害が発

生しました。当ターミナルでは３年前にも軽油タンクが全面火災を起こして、ほぼ全焼す

る災害が発生しています。この２件のタンク火災の概要を紹介します。

１．インナーフロートタンクの落雷火災

２００６年６月１２日、米国オクラホマ州グレンプールの Explorer Pipelineターミナ
ルにある直径４３ｍのインナーフロート付きコーンルーフタンクで、ほぼ満杯の１３ｍ高

さまでガソリン約１９，０００ kl を受け入れた１時間後に落雷を受け、シール火災が発
生した。当初はシール火災と油断していたが、約２時間半後にコーンルーフがタンク内に

崩落し、インナーフロートが沈没して全面火災に拡大し、約１１時間後に鎮火した。

２．インナーフロートタンクで軽油を受け入れ中の静電気火災

２００３年４月７日、米国オクラホマ州グレンプールの Explorer Pipelineターミナル
にある No.11 タンク（直径３３ｍ、高さ１５ｍ、容量１２，７１２ kl、アルミ製インナ
ーフロート付きコーンルーフタンク）で、事故前日にガソリンを空にした後、軽油を受け

入れ中に爆発・火災を引き起こした。国家運輸安全委員会の調査結果によれば、残留ガソ

リンの蒸気が空気との混合気を形成してタンク内に滞留していたところに、会社

（ConocoPhillips）の手順書及び米国石油協会の推奨基準（API RP 2003）を超えた３，
８００～４，４００ kl/hr の流速で受け入れたため静電気が蓄積し、軽油液面とインナー
フロート間で放電したものである。火災発生時の軽油在庫量は１，１７５～１，２０８ kl
で、爆発によりコーンルーフが外れてタンク北側に覆い被さり、２回目の爆発でタンク北

側が崩落し、さらに防油堤に沿って設置されていた AEP 社（アメリカン電力）の木製電
柱電力線が倒れ込み、防油堤内プール火災に拡大した。近接のナフサタンク（インナーフ

ロートタンク）でシール火災が発生したが、間もなく自然鎮火した。３００家族が避難し、

学校が２日間閉鎖した。タンク屋根が消火薬剤の投入を阻害し、約２１時間後に鎮火した

が、ほぼ全焼であった。

当火災の原因については、国家運輸安全委員会の調査報告書が公表されているので、参

照していただきたい。

API（米国石油協会）の調査によれば、１９５１年～１９９５年の全世界の大型石油タ
ンク（直径１００フィート以上）火災１０７件の内、６５件が落雷によるものであり、２

位のサボタージュ（ペルシャ戦争等）５件を抜いて圧倒的な主原因となっています。事故

事例の収集が米国中心となっているため、米国の自然災害の猛威を示していると思います。

昭和５４年以降の、日本での落雷による屋外タンク貯蔵所火災は、昭和６２年に覆土式タ

ンクの液面計の測定テープ（絶縁性）とタンク間で放電して火災となった例があるのみで

す。日本の落雷規模では、タンクの接地が十分に機能しているといえます。

昨年、英国でタンク２２基が燃えた事故原因と同じ過充填によるものが３件あります。

１０７件のうち６４件が浮き屋根式タンクであり、その内３件（内１件はシール火災から






